
分野 科目名 配当年次 開講期

専門分野Ⅱ 成人看護学Ⅷ 2年次 後期

単位数 時間 担当教員 実務経験の有無

1単位
（15時間）

6時間 非常勤講師 看護師 有

10時間 菅谷清美 専任教員 有

授業

の

概要

この単元では、終末期にある患者に対して、看護師としてどのような援助ができるのか、どのよう

にすれば患者・家族の抱える苦しみを和らげ、その人にとって最善の生を生きられるように援助で

きるのか学び、実践につなげていくことを目標とする。

到達

目標

１．終末期にある患者の「苦しみ」について考えることができる。

２．患者のスピリチュアルな「苦しみ」を和らげ、軽くし、なくする援助について学ぶ。

３．身体的苦痛を和らげる看護について学ぶ。

４．終末期にある患者を看護の視点でとらえ、具体的看護について考えることができる。

授業

計画

№ 授業内容 授業方法 備考

１ 「死」について考える。倫理的課題（安楽死、尊厳死とは） 講義 非常勤

２ スピリチュアルペインとは、スピリチュアルペインへの援助 講義 非常勤

３ 緩和ケア、ターミナルケア、EOLケアとは 講義 菅谷

４ 終末期にある人の援助的コミュニケーションとは 講義 菅谷

５ 援助的コミュニケーションの実践 講義 非常勤

６ 身体的苦痛の緩和、疼痛のアセスメント、緩和ケア方法 講義 菅谷

７ 終末期にある胃がん患者の看護過程の展開 講義・GW 菅谷

８ 終末期にある胃がん患者の看護過程の展開 講義・GW 菅谷
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評価 試験 90点、レポート 10点
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